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JECC  サービスセンターの受け入れ能力を拡充

№1セールスを達成しました。DRは、JECCグループに
おける満了物件の処分機能として、なくてはならない会
社です。今回のセンター開設を機に、我社はDRに在庫
PCレンタルなどLCM事業の業務を委託しました。DRと
JECCの新たな協業により、JECCグループ全体としてお
客様に対する、より一層行き届いたサービスを提供させ
ていただくことが可能になります。これからの皆様方の
一層のご活躍、ご発展を祈念いたしまして、お祝いの言
葉とさせていただきます」と祝辞を述べた。

　11月20日、埼玉県さいたま市岩槻にて、デジタルリ
ユース（以下DR）「関東サービスセンター」（JECC
サービスセンター）開所式が行われた。

　式典では、DR草刈社長が開所の挨拶を述べた。「今
回、JECCのLCM事業の業務を受託することとなりまし
た。この業務受託により、弊社の事業領域がより拡大す
るとともに、JECC事業の一翼を弊社が担うことができ
ました。我社は、従来の情報機器のリユース・リサイク
ル支援事業に加え、フィールドビジネスにも注力するほ
か、LCM事業受託を通じてキッティング業務等のノウハ
ウも蓄積し、ここ関東サービスセンターを起点として、
お客様およびパートナー企業様のさまざまなニーズに応
えるサービスを提供してまいります」

　続いて来賓として出席したJECC桑田社長が登壇。
「DRは、2001年の設立以来、着々と業績を伸ばし買取
サービスなど事業を拡大しています。最近では、マイク
ロソフト社のライセンス販売において、2018年度アジア

　JECCは、このたびサービスセンター業務を、関係会社「デ

ジタルリユース」に委託し、受け入れ能力を更に拡充した。

　今回、デジタルリユースが開設した「関東サービスセン

ター」の概要と開所式の様子をお伝えする。

テープカットを行うJECC桑田社長とデジタルリユース草刈社長

「関東サービスセンター」（JECCサービスセンター）が位置する岩槻物流
センター

来賓として祝辞を述
べる JECC桑田社長

開所の挨拶をする
デジタルリユース
草刈社長
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デジタルリユース株式会社
　デジタルリユース株式会社は、2001年3月に設立された、情報機器

や家庭用電化製品等のデジタル機器類全般を取り扱う、リユース・

リサイクルの専門会社です。

　これまでは主にリース・レンタル期間が終了し、不要となった機

器類の資産処分を支援する「リース・レンタルアップ品処分支援

サービス」をメイン業務として行ってまいりましたが、現在では法

人・官公庁・学校・自治体等のお客様で不要となった機器類を買い

取る「IT資産買取サービス」にも注力しJECCグループ営業の皆様

と連携してお客様にご提案させていただいております。あわせて、

機器の引取のみならず、オンサイトデータ消去や解体撤去作業など

現地で行う「フィールドビジネスサービス」も積極的に展開してお

り、JECCグループがお客様へのご要望にワンストップでお応えでき

るよう体制を整えております。

　また、デジタルリユースは、Mic roso f t ® Au tho r i z ed 

Refurbisher（MAR）の認定会社でもあり、2015年度から2017年度

までライセンス取扱数3年連続日本一（Japan TOP SALES）、

2018年度にはアジアパシフィック部門で第1位（ASIA Pacific TOP 

SALES）を獲得いたしました。この正規ライセンスであれば、

Windowsの更新によるセキュリティアップデートや最新の機能が提

供され、不正利用によるセキュリティリスクを回避できます。

　デジタルリユースは、これまでも、そしてこれからも情報機器等

のリユース・リサイクルを通じて、豊かな循環型社会の形成に貢献

してまいります。

ホームページ（URL） https://www.digital-reuse.com/

徹底したセキュリティ対策のもと
リース満了物件を適切に処理
　関東サービスセンター（JECCサービスセンター）で
は、作業区域ごとに総合的なセキュリティ対策が施され
ている設備の中で、在庫PCレンタルの管理や仕分け、
リース満了物件のリユース・リサイクルなどが行われ
る。

キッティングルーム。配線などにも気が配られ、作業しやすい
環境が整えられている。従来以上に処理能力が高められ、同時
に数百台を処理することが可能。さらに今後段階的にその能力
を拡充する予定


